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【科目】物質工学総論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

奥津 哲夫
壁田 桂次
鈴木 崇
瀬古 典明
古谷 航平

【授業目標・教育方針】
この授業は、さまざまな研究上の興味、研究歴を持った、産業界、学界、官界で活躍している研究者が講師を務め、
授業全体として学際的性格を持つようにアレンジした授業である。本年度は、産業界から、壁田桂次（モメンティ
ブ・パフォーマンス・マテリアルズ・ジャパン）、古谷航平（第一三共第一探索研究所）、学界から、奥津哲夫（群馬
大学工学部）、官界から、鈴木崇（群馬産業技術センター）、瀬古典明 ( 日本原子力研究開発機構）の各氏による集中
講議形式の授業が予定されている。学生には、各分野のそれぞれの授業内容だけではなく、各界、各分野における学
問、研究の動向やそれらの関係についても知識を得ることによって、広い視野を持ち、特定の専門分野を越えて、考
察力、判断力を持てるようになることが期待されている。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。

１）壁田桂次担当：シリコーンとは？　シリコーンの用途、シリコーンの光学材料としての展開。２）古谷航平担
当：微生物の生産する生理活性天然有機化合物の基礎から応用までを医薬を中心に実例を用いて概説し、さらに実用
化の例についても紹介する。３）奥津哲夫担当：結晶成長学の基礎を講述する中で、ＢＣＦ理論による結晶表面にお
ける原子・分子の挙動を理解し、結晶のモルフォロジーの平衡形、成長形を述べる。また、核形成についての理論を
学ぶ。４）鈴木崇担当：化石系・非化石系エネルギーと触媒、クリーンエネルギーを創る触媒、ラボ触媒からパイ
ロットプラントへのスケールアップそして実用触媒へ。５）瀬古典明担当：電子線やガンマ線を用いた高分子加工技
術のうち、放射線照射により生じる架橋（橋かけ）技術を活用したハイドロゲルの商品化例やグラフト技術を適応し
た環境浄化材料の実用化例などを紹介する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【リンク】
http://www.chem.gunma-u.ac.jp/~mr3/index.html

【成績評価方法】
［後期］各担当教員は 6 時間の授業を行う。レポートあるいは試験で成績を評価し、それぞれの教員の成績（各 20 点
満点）を合算して最終成績とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：物質工学総論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 3 １）シリコーンとは？　２）シ
リコーンの用途　３）シリコー
ンの光学材料としての展開
（壁田 桂次）

１）シリコーンの構造、特徴、特性を、他の有機材料
と比較して説明する。２）シリコーンは形を変えて、
身の回りの様々な用途で活躍している。シリコーンの
特性と関連させて、実例を紹介する。３）LED 用の透
明封止材としての利用が加速されている。この用途を
通して、製品化のプロセスを紹介する。

4 － 6 微生物の生産する生理活性天然
有機化合物の基礎と，医薬を中
心としたその応用
（古谷 航平）

1）天然物化学序論、２）有用生理活性化合物の探索、
３）天然有機化合物の醗酵生産、単離精製、化学構造
決定、４）天然有機化合物の化学構造の特徴と生合
成、５）生理活性天然有機化合物が医薬となるまで、
６）微生物変換とその利用。

7 － 9 結晶成長学概論（奥津 哲夫） 結晶成長学の基礎を講述する。１）ＢＣＦ理論による
結晶表面における原子・分子の挙動を理解する。２）
結晶のモルフォロジーの平衡形、成長形を述べる。
３）核形成についての理論を学ぶ。

主として試験により成
績を決定するが、受講
態度、出席状態も考慮
する。

10 －
12

触媒の魅力（鈴木　崇） １）化石系・非化石系エネルギーと触媒、２）クリー
ンエネルギーを創る触媒、３）ラボ触媒からパイロッ
トプラントへのスケールアップそして実用触媒へ。

13 －
15

モノづくりに役立つ放射線加工
技術
（瀬古 典明）

電子線やガンマ線を用いた高分子加工技術のうち、
放射線照射により生じる架橋（橋かけ）技術を活用し
たハイドロゲルの商品化例やグラフト技術を適応した
環境浄化材料の実用化例などを紹介する。
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